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町議会の詳細は議会会議録で
　この「議会だより」は、町議会で行われた議論等の内容を要約してお知らせしております。もっと

詳しく知りたい方は「利根町議会会議録」をご利用ください。

　議会会議録は、町立図書館と役場１階エレベータ前の資料閲覧コーナーにあります。１ページ20円

で複写サービスも行っています。図書館受付または議会事務局に申し出てください。

　また、利根町のホームページでも見られます。

　　　　町議会を傍聴しましょう！
　議場は町政の一端を知る絶好の場です。町政の実態を知るために、また、住民の皆様が選んだ議員

が何を今どのように質疑をし、審議をしているかを知るためにも、ぜひ議会の傍聴にお出かけください。

今回、３月定例議会の傍聴者は延べ60名でした。

　次回の定例議会は６月５日（金）から開催予定です。傍聴の予約は不要です。
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１８

１７

広 域 組 合 ＆ 視 察 報 告

稲敷地方広域市町村圏事務組合　会 田 瑞 穂議員

　平成20年度、稲敷地方広域市町村圏事務組合の活動について報告します。

　７月23日、臨時議会開催、議案８件で、特に水槽付き消防ポンプ車・消防ポンプ自動車・高規格

救急自動車の取得について、慎重審議の結果、承認。

　11月17日、第２回臨時議会開催、（仮称）牛久消防署東部出張所の新築建設工事に係るもので

慎重審議の結果、承認。また、議会定例会開催、平成19年度決算及び平成20年度補正予算は、原

案通り承認。

　７月８日・９日に次の広域市町村圏を視察。①群馬県吾妻広域町村圏振興整備組合は７町村で構

成。消防機関は、１本部、５消防署、３分署で、また中期的に見て通信無線のデジタル一本化を研

究中とのこと。②埼玉県比企広域市町村圏組合は９市町村で、広域消防は１本部、２消防署、７分

署の構成とのこと。

　11月27日、組合議会１日研修が開催され、①筑西市立ことぶき荘老人ホーム（65歳以上で環境

上の理由や経済的理由により居宅養護を受けられない人を入所させ、福祉増進を目的に）。②茨城県

防災航空隊（平成７年４月設立、防災ヘリコプターつくばを運用、救急・救助活動や林野山林の消

火活動及び災害時の情報収集活動など機動的に対応している。また、防災航空隊は室長ほか隊長１

名、副隊長３名、隊員５名で、航空委託会社は操縦士３名、整備士５名、運行管理者２名の組織で

構成活動中とのこと）。を視察。

　３月13日、議会定例会が開催、全ての議案が原案通り可決。平成21年度、一般会計予算、36億

3770万円、特別会計（松風閣）１億5419万円、水防事業特別会計は1580万円で、利根町の分賦

金は全体で、２億5640万円です。

龍ヶ崎地方塵芥処理組合　五十嵐辰雄議員

　平成20年11月11日、定例会が開催され職員の育児休業の条例改正、指定金融機関の指定（常陽

銀行）、平成19年度一般会計決算、歳入（23億6555万円）歳出（23億4006万円）、平成20年度一

般会計補正予算は慎重審議の結果、原案通り可決。

　平成21年２月27日、定例会が開催、平成21年度一般会計予算は、23億7905万円と定め、原案通

り可決した。なお、利根町分賦金は均等割り10％、人口割り30％、実績割り60％で前年と同様。

　主な歳入　①分担金・負担金で20億8249万円

　　　　　　②ごみ処理手数料で１億4971万円

　　　　　　③諸収入で8566万円です。

　主な歳出　①議会費で222万円

　　　　　　②総務費の一般管理費で１億8558万円（前年比91万円の増額）

　　　　　　③衛生費の清掃施設費で９億1705万円（前年比5787万円の増額）

　　　　　　④公債費12億5997万円で、ごみ処理施設建設事業債の元利償還金です。

　平成21年１月19日・20日の２日間に亘り仙台市の「葛岡リサイクルプラザ」と「松森清掃工場」の

２箇所を視察。仙台市では、「一般廃棄物処理基本計画」を策定、市民１人が１日に出すごみの量を

平成22年度までに、1,107gとする。更に、リサイクル率の向上は平成22年度までに30％以上とす

る。目標達成に、機会あるごとに周知に努めている。一般廃棄物処理基本計画により、循環型社会

に向け、ごみ発生の抑制・再利用・再生利用を図っているとのこと。

１６

水 道 事 業 会 計
　4億2417万円の予算が計上されました。給水戸数は前年比42戸数増ですが、年間給水量は

171万㎥、１日の平均給水量も4684㎥と減少しております。これらは各家庭の使用量減による

ものです。

平均21年度の主な事業については、

　イ、原水設備改修事業で、取水改修工事で1800万円、浄水設備改良費（動力シャダン器交換工

　　　事）713万円、排水施設改良費（石綿セメント管布設換え工事）7700万円で、加納地区と

　　　下井地区での工事を計画。

　ロ、給水管交換工事で、八幡台地区の300ヵ所の布設換え工事で320万円計上。

　以上の重点事業を中心とした予算は、円滑な事業運営と町民の皆様に安全で安心して使用してい

ただけるような予算計上されています。

介護サービス事業特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①介護予防ケアマネジメント費収入473万4000円で、前年比68万3000円

　　　　　　　　　　　　の増額。

　　　　　　　　　　　②一般会計繰入金は105万2000円で、前年比47万4000円の増額。

主な歳出　　　　　　　　　　　①居宅介護予防支援事業費で、介護支援専門員賃金で255万8000円と介

　　　　　　　　　　　　護予防ケアマネジメント業務委託282万円となります。

　578万7000円の予算が計上されており、前年比115万5000円の増額。

後期高齢者医療特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①後期高齢者医療保険料で1億152万7000円で、前年比888万円の減額で

　　　　　　　　　　　　すが、年金から徴収される特別徴収7190万9000円と普通徴収2927万

　　　　　　　　　　　　7000円と滞納額34万1000円となっています。

　　　　　　　　　　　②後期高齢者医療で1億682万1000円、事務費1093万2000円、保険基礎

　　　　　　　　　　　　安定2327万1000円で、1億4102万4000円の繰入金があります。

主な歳出　　　　　　　　　　　①総務費1255万1000円で後期高齢者医療共通経費負担金709万7000円

　　　　　　　　　　　　医療制度関連ＣＳシステム使用料132万7000円と健診業務委託162万

　　　　　　　　　　　　9000円が中心となっています。

　　　　　　　　　　　②後期高齢者医療広域連合納付金2億3164万4000円で、前年比838万9000

　　　　　　　　　　　　円の増額。

　2億4429万7000円の予算が計上され、前年比850万8000円の増額。

、

１５

町営霊園事業特別会計

主な歳入

主な歳出　　　　　　　　　　　①霊園維持管理事業が主体で、主に道路、トイレ、清掃等に掛かる環境整

　　　　　　　　　　　　備業務の委託料です。

　569万5000円の予算が計上されておりますが、前年比339万1000円の減額。

介護保険特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①国庫支出金は1億9192万5000円で、前年比1556万5000円の減額。

　　　　　　　　　　　②支払基金交付金は2億4446万1000円で、前年比3221万2000円の減額

　　　　　　　　　　　③県支出金は1億1707万5000円で、前年比1331万2000円の減額。

　　　　　　　　　　　④介護保険料は1億6137万円で、前年比920万2000円の減額。

主な歳出　　　　　　　　　　　①保険給付比8億1169万9000円で、前年比7663万2千円の減額。　　　

　　　　　　　　　　　　65歳～74歳までの増数と介護を受ける人の減によるもの。

　8億4017万6000円の予算が計上され、前年比7531万4000円の減額。

老人保健特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①支払基金交付金が、641万6000円で、前年比5662万7000円の減額。

　　　　　　　　　　　②国庫支出金は、424万7000円で、前年比3747万6000円の減額。

　　　　　　　　　　　③繰入金は、167万3000円で、前年比1614万7000円の減額。

主な歳出　　　　　　　　　　　①医療諸費1345万6000円で、前年比1億1876万9000円の減額で、その

　　　　　　　　　　　　うち医療給付費で1149万1000円で、前年比1億1251万2000円の減額

　　　　　　　　　　　　となっています。

　1345万9000円の予算が計上されており、前年比1億2010万9000円の減額。前年度、老人保健制

度から後期高齢者医療制度に移行したことから平成21年度予算は、平成19年度の過誤に対する医

療費を予算計上するもので、殆どの項目が減額。

公共下水道事業特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①一般会計繰入金で、2456万1000円の増額であるが、財政調整基金繰入

　　　　　　　　　　　　金で1400万円の減額。尚、平成21年度の残りの基金残高は1600万円

　　　　　　　　　　　　となります。

主な歳出　　　　　　　　　　　①公共下水道維持管理費で1128万8000円の増額ですが、全て負担金です

　　　　　　　　　　　②公共下水道建設事業で、汚水管工事として羽根野地区351メートルで

　　　　　　　　　　　　5350万円の予算が計上されております。

　3億6148万1000円の予算が計上されており、前年比815万1000円の増額。

。

　　　　　　　　　　　①町営霊園1190区画分の使用料が主体（昨年、12区画の販売が終了）です。

。

、

１４

国民健康保険特別会計

主な歳入　　　　　　　　　　　①国民健康保険税６億1709万9000円で、前年比677万円の増額になりま

　　　　　　　　　　　　すが、一般被保険者数の増によるもの。

②国庫支出金は、4億9352万9000円で、前年比2865万5000円の増額で、一般被保険者の増によ

　るもの。

③療養給付交付金は、1億5900万1000円で、前年比1000万円の減額で、退職被保険者の減による

　もの。

④前期高齢者交付金は、3億3294万9000円で、前年比1705万1000円の減額で、前期高齢者の減

　によるもの。

⑤高額医療費共同事業交付金は、1億6994万4000円で、前年比1115万5000円の増で、保険財政

　共同安定化事業交付金の増額によるもの。

⑥県支出金は、8952万3000円で、前年比565万5000円の増額で、医療費が伸びたことによるもの

⑦繰入金は、1億374万円で、前年比1700万円の増額で、財政調整基金の繰入金の増額によるもの。

主な歳出

１、事業勘定については、19億9707万3000円で予算計上されており、前年比5054万1000円の増額

　となっています。

　　　　　　　　　　　①保険給付費は、12億5934万2000円で、前年比3225万2000円の増額

　　　　　　　　　　　　で、一般被保険者の療養給付費の伸びによるもの。

②後期高齢者支援金等は、2億4820万5000円で、前年比1649万1000円の増額。

③老人保健拠出金は、5452万9000円で、前年比446万2000円の減額で、老人保健医療費の精算

　拠出金になる。

④介護納付金は、1億4451万4000円で、前年比446万2000円の減額で、介護保険第2号被保険者の減

　によるもの。

⑤共同事業拠出金は、1億8883万2000円で、前年比1239万5000円の増額で、高額医療費の伸び

　によるもの。

⑥保健事業費は、2235万円で、前年比330万2000円の増額で、新たに35歳以上の健康診断事業に

　よるもの。

主な歳入　　　　　　　　　　　①診療収入が、8922万3000円で、前年比とほぼ同額。

　　　　　　　　　　　②財政調整基金繰入金は、1342万9千円で、前年比664万3000円の増額

主な歳出　　　　　　　　　　　①総務費が7476万9000円で、前年比822万1000円の増額で、新たに雇

　　　　　　　　　　　　用する臨時の医師の人件費分となります。

　　　　　　　　　　　②医業費は、3324万7000円で、前年とほぼ同額。

２、施設勘定については、1億901万7000円で、前年比771万9000円の増額。

３、乗合型タクシー事業の問題点を未解決なまま、更に継続しようとしている。

　乗合タクシー事業は、事業開始前から、計画のずさんさ、住民への説明不十分、あまい収支計画

などを理由に、私は早期実施に反対を表明してきた。この３月で実施１カ年を迎えるが、サービス

の未調整と赤字拡大を放置する予算案には賛成出来ない。

。

。

１３

反対討論 　木博文 議員 一般会計予算案に、私は以下の３点の理由で反対します。

　第１には、歳入がさらに厳しくなっている下で、十分な合理化努力、節約執行が行われていない

からです。今日、自治体の業務には、各種のコンピューターを使ってのシステムが導入されていま

すが、そのシステムの導入・委託にあたっては果して適切に業務委託が行われているか疑問があり

ます。その要因としては、専門的な知識を持つ職員がいないからと思います。そうした職員を配置

し、適切な合理化を図る必要があります。

　第２には、町に関係する各種の施設の維持管理、保守・点検等の業務委託が、建設・工事を行っ

た業者を中心に委託され、実質的に随意契約になっているのではないかの疑問があります。競争入

札を徹底して予算の節約執行を図る必要があります。

　第３には、利根町の直面する課題にどのように対応するか、中・長期の視点に立った「行政と住

民の協働」を目指す町づくりが具体的になっていません。また、卑近な事例では、利根町は茨城県

でも最も少子化が進んでおり、小学校の統合が行われました。ところが布川小学校の場合、トイレ

の補修や給食室のボイラーの改修等が放置されており、さらに高齢化率も25％超えましたが、これ

らを意識した予算になっていません。

定例議会における平成21年度一般予算に対する討議定例議会における平成21年度一般予算に対する討議

反対討論 白旗　修 議員 私は次の３点で一般会計予算案に反対する。

１、財政健全化プランの人件費目標を大きく下回っている。

　町長は、財政健全化プランは推計に過ぎないというが、人件費は100％近く自治体自身がコント

ロールできる費目であって、これを「単なる推計だ」という答弁は、責任逃れの詭弁である。人件

費削減は目標値を１億2000万円下回っているが、その理由についての説明がない。

２、物品・サービスの調達コスト削減の努力が極めて不十分。

　物件費も自らコントロールできる費目であるが、削減目標を約１億1000万円と大きく下回って

いる。物件費の高止まりの大きな原因は、競争抑制的な業者選定とずさんな見積もりや契約にある

一昨年以来、競争的環境で幅広く業者を選定する事を提案してきたが、業者の選定と発注業務の改

善が見られない歳出予算案を、私は承認できない。

　ニ、幼稚園就園児の保護者の経済的負担を軽減するため補助限度額が引上げられます。

④医療費においては後期高齢者の方に対し、人間ドック検診を３年に１度助成されます。

⑤産業面においては産業用地を検討し、企業の誘致を進めていく。

⑥生活環境面においては高度処理型浄化槽設置事業として、５人槽の補助金が44万8000円から66

　万4000円と大幅にアップされます。

⑦農業面においては利根北部地区基盤整備（文間地区）を行い、農地の区画や農道用排水路を整

　備し、生産性の高い農地が作られ、整備されると稲作の隣の田でも麦や野菜等が作られるよう

　になり、消費者・生産者を結び地産地消の推進を図っていく。

今年度も大変厳しい予算ですが、18,000人町民の皆様が安心して生活できるよう努力して執行して

いただきたい。尚、４日間の審議の中で慎重に審査いたしましたが、予算に対し納得できない意見

も多く出たことも付け加えて報告を終わります。

。

１２

一般会計・特別会計・企業会計予算審査特別委員会
予算特別審査委員会委員長　若泉昌寿　報告

　昨年より、議長を除く議員13名で構成する予算審査特別委員会に平成21年３月６日付で付託さ

れた９議案に関し、町長、教育長、担当課長等の出席を求め３月12日から４日間にわたり、公開

の場で審議されました。本委員会に付託された一般・特別会計および企業会計予算は、慎重な審議

を重ねた結果、原案通り可決すべきものと決定したので、会議規則第77条により報告します。

（なお、議案別内容については下記の通りです）

付託番号

第 1号

第 2号

第 3号

第 4号

第 5号

第 6号

第 7号

第 8号

第 9号

議案番号

第21号

第22号

第23号

第24号

第25号

第26号

第27号

第28号

第29号

審査結果

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

件　　　　　　　　　　　名

平成21年度　利根町一般会計予算

平成21年度　利根町国民健康保険特別会計予算

平成21年度　利根町老人保健特別会計予算

平成21年度　利根町公共下水道事業特別会計予算

平成21年度　利根町営霊園事業特別会計予算

平成21年度　利根町介護保険特別会計予算

平成21年度　利根町介護サービス事業特別会計予算

平成21年度　利根町後期高齢者医療特別会計予算

平成21年度　利根町水道事業会計予算

一 般 会 計

主な歳入　　　　　　　　　　　町税は15億9285万8000円で前年度より1億358万1000円の減額となり

　　　　　　　　　　　歳入に占める割合は33.2％です。減の要因は定年退職者の増と景気悪化に

よる法人税の減、土地評価の下落に伴う固定資産税。

その他、主なものとしては地方交付税15億1000万円で前年比7000万円増で歳入の割合は31.5％

です。繰入金（公共公益施設維持整備基金、環境施設整備基金、義務教育施設整備基金、利根浄化

センター周辺地域生活環境整備基金）で3億9012万7000円で前年比1億3946万3000円の減で、

歳入の割合は8.1％です。その他、地方譲与税で9600万円、国庫支出金で2億1603万4000円、県

支出金で2億4462万3000円があり11.6％占めます。

主な歳出

、

　　　　　　　　　　　①総務費は７億7912万2000円で人件費、委託費、賦課徴収費等で前年度

　　　　　　　　　　　　より2774万1000円の減額となりましたが、その他に新規事業としてパ

　スポート旅券発行業務が開設されました。また、教育基盤また生活環境面では羽根野地区に防火

　水槽１基新設、消防設備の強化を図るため小型動力ポンプ３台（第２・11・13分団）買換える

②教育費においては、5億5921万1000円の予算が計上され、前年比7099万6000円の増となって

　います。

　イ、文小学校と文間小学校の体育館の耐震補強工事が実施され、児童が安心して使用できます

　ロ、布川小学校では特別に支援が必要な児童に対し、学校生活が楽しく送れるように支援する

　ハ、中学校の修繕工事としてバスケットボールゴールの補強工事実施。

③民生面においては11億6242万9000円の予算が計上され、前年比1916万2000円の増額となっ

　ています。

　イ、安心して暮らすためのまちづくりとして、第３子目から一人に付き10万円が支給されます

　ロ、第３子以降、３歳未満児の保育料を一人に付き5000円が補助されます。

　ハ、入院自己負担金を助成して外来自己負担を６歳までと対象者を拡大補助されます。

。

。

。

。

１１

問

積極的に新住民誘致をするのか？

その様なことは考えていない。 守　谷　貞　明　議員

　　消防団への新たな入団者が殆ど無く
　　高齢化と団員不足が急速に進行して
いるが、再編等を考えているのか？

答

問

答

　　現在、再編は考えていない。ＯＢに
　　よる機能別消防団を編成する。

問
　　井原町長になって４年経ったが、相
　　変わらずの赤字体質は改善されてい
ない。特に、最大の支出を占める人件費
については、１度も改革プランの目標を
達成していない。その原因と理由は何で
すか？

問

答
　　人件費は着実に減らしている。改革
　　プランの数値は一定の条件で推計し
たものであり、目標値ではない。今後も
支出の削減に努める。

問
　　町長は、龍ケ崎市との合併と財政再
　　建を公約として当選したが、２つと
も守られていない。しかし町長選挙に出
馬すると昨日答弁した。全く理解できな
い。住民への責任をどのように取るの
か？

答

こで、茨城県で首都圏に最も近い立地条
件を生かし、新住民を積極的に誘致する
考えがあるのか？また、もえぎ野台まで
バスの延伸を考えているのか？

答
　　新住民の誘致はしない。
　　バスの延伸や延伸に伴う業者への助
成も考えていない。

問

「全国学力学習調査」結果公表について

国の実施要領の配慮事項で公表しない 能登百合子　議員

　　１．児童クラブに関して、実施の小
　　　学校３校には大きな差がある。布
川小は人数も多く場所も狭くて大丈夫な
のか。他施設利用など考えられないの
２．文小児童に限定した放課後子ども教
室は、全町対象に募集の状況はどうか。
３．全国学力調査の結果公表について、
費用をかけ43年振り実施には大きな目
的があってのこと。公表することの大き
なプラスとマイナスはどこにあるのか。

問

答

答

等から、施設設置には慎重な検討が必
２．放課後子ども教室には現在５名、募
集の結果２名の入級希望があり、新年度
は７名で実施。児童クラブとの連携も図
り、放課後子どもプランの活動を進めて
いる。
３．全国学力学習調査にかけた費用は、
利根町一般会計をはるかに上回る約70億
と聞いている。これを活用しない手はな
い。調査結果で明らかになった成果や課
題の改善に結びつけることが重要。教育
委員会は、各学校に対して利根町の分析
結果を、教科の平均正答率を含め知らせ
てある。これを受け指導法の改善、取り
組みなど活用している。
　一方マスコミの関心が正答率公表に限
られ、単に点数のみに意識が向くと、教
師や子供への圧力となるのを心配する。

　　１．２月１日現在、布川小30名、
　　　文小16名、文間小19名が登録。
昨年４月から開級時の延長、今年４月か
ら保護者の就労形態多様化を踏まえ、月
のうち２日、土曜日開級を行う準備をし
している。
　布川小児童クラブは人数30人と多い
指導員も３名配置。現時点で余裕教室確
保は困難。将来的可能性、町の財政状況

か。

が、

要。

　　歳入増を図るために、町長は、企業
　　等の誘致をすると答弁しているが、
現在の経済環境から考えると困難だ。そ

　　合併については、お互いに財政の健
　　全化を図り、将来への基盤造りを進
めている。財政再建についても持続ある
財源確保が可能になるように努力し、住
民の理解を求めてゆく考えです。

１０

一 般 質 問 町政のここが聞きたい

問

旧利根中学校跡地等の用途地域変更結果と利活用は？

幅広い土地利用で今、事務手続きを行っているところ 西　村　重　之　議員

　　保存維持費の掛かる旧利根中跡地等
　　の有効活用と自主財源確保に努める
と明言しているが、現在の進捗状況は？

答

問

答

　　用途地域変更の前提となる都市計画
　　マスタープランの見直し作業を終
現在、県と継続協議中。幅広い利用の仕
方を視野に一連の手続きを行っている。
企業誘致推進事業の予算計上も若干し

問
　　利根川・小貝川が関係する本町だが
　　本年度内の作成リストに入っている
洪水ハザードマップの公表時期はいつ

問

答
　　浸水の予想、避難場所、災害情報の
　　伝達経過、方法を表示したマップを
３月末日までに全戸配布する。

問
　　利根町は減反や後継者不足による遊
　　休農地、休耕田が年々増加。積極的
な活用と歳入増を目的に、食料品製造企
業に農業参入を呼び掛ける考えがある

答

ィスト＝廃棄物」を目指す考えは？

答
　　ごみゼロの考えは理想的な循環型社
　　会を目指す上で必要と思うが、現実
的に難しい。生ごみの水きりの徹底や堆
肥化システムづくりを含め平成22年度ま
でに「ごみゼロ」とまではいかないが、
理想的な循環型社会に近づけたい。

問

町づくりの基本姿勢を明確に示せ

公選法抵触の恐れがあり答弁を拒否 　　木　博　文　議員

　　国保税滞納による保険証取りあげ
　　政府は「滞納者が病気になり、医療
機関での窓口負担が困難な場合は、特別
な事情への緊急対応として、短期被保険
者証の発行が可能」と回答したが、利根
町でも、この回答をうけて改善すべきだ
がどのように対応するのか？

問
　　利根町は、少子・高齢化が急速に進
　　行している。また、ゴミ処理費用等
も一般会計予算の中で比率が高まってい
る。さらに小学校統合後の布川小のトイ
レ等の改修が放置されているが、今後の

答

問

答

　　国会は国会として、各自治体が決定
　　する責任がある。利根町は引き続き
滞納解消を第一義的には追求するが、住
民から被保険者証発行の申し出があった
場合には、納税相談の場と理解し短期被
保険者証を発行したい。

利根町のまちづくりについて伺いたい。
住民の大多数が町長選挙と関連して今後
の町づくりに重大な関心をもっている。
また、町長がひごろ主張される「行政と
住民と恊働」の具体的な内容を知りた

答
　　私は先に他の議員の質問に答えて、
　　七月の町長選への立候補を表明し
その直後のこの答弁で今後の町づくりに
答弁すると、公選法の事前運動に抵触す
る恐れがあり、答弁できない。

　議長が休憩を宣言、休憩中に議会運営
委員会を開催したが、議運は町長答弁を
追認、その結果、具体的な答弁はなかっ
た。なお、　木議員の電話での問い合わ
せに対し、県選挙管理委員会は、「公選
法にも事前運動にも抵触しない。別に意
図があったのでは？」と回答した。

え、

た。

か。

　　本町の「ごみ」処理費用は、年間約
　　４億６千万円掛かり、町予算の10％
を占めている。財源を考えれば「ごみの
焼却も埋め立てもしない、ごみゼロウエ

か。
　　本町の遊休農地、休耕田は2008年に
　　合わせ107.4ha。水田が多く企業誘
致に向いていない。企業立地の促進のた
め、つくばみらい市・取手市と連携し地
域産業活性化協議会設立。生活関連・物
づくり・物流産業の集積と既存産業の活
性化のための基本計画作成中。

で、

た。

い。


